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科目コード： S15308 (2017)

【授業科目名】 材料実験 Experments on Construction Materials
【学年・学科】 3年 都市環境コース
【 授業期間 】 後期 【単位数】 1単位 必修得 【 達 成目標 】 C-1
【 授業形態 】 実験 【分　野】 コース専門
【 担当教員 】 武市 康裕,川口 俊雄
【 授業概要 】
　土木および建築構造物を構築している主材料のうちセメント、骨材、コンクリート、鋼材に関する実験を行い
、それらの力学的および物理的性質について学習し、実験方法、規格、取扱いに関する知識を修得する。

【授業の進め方】
　授業は実験指導書を用いて行う。実験は実験計画に基づいて展開し、班単位で行う。実験終了後に報告書の提
出を課す。

【科目の達成目標】
1. いろいろな建設材料の試験方法を理解する。
2. 実験での測定値から、必要な結果を誘導する。
3. 実験を通して建設材料の性質を理解し、その適否の判断を習得する。
4. コンクリートの配合設計ができる。

【授業の内容】
項目 時間 授業内容
ガイダンス 2 実験概要の説明、実験時の注意、報告書の作成方法
実験値の数値処理 2 数値の丸め方、有効数字
セメントの試験 2 密度試験
骨材の試験 6 細骨材のふるい分け試験、細骨材の密度および吸水率試験、

粗骨材の密度および吸水率試験
フレッシュコンクリートの試験 2 スランプ試験、空気量試験
硬化コンクリートの試験 6 圧縮強度試験、引張強度試験、曲げ強度試験、非破壊試験
鋼材の試験 2 引張試験
コンクリートの配合設計 6 ＡＥコンクリートの配合設計
総括 2 報告書の提出および指導、総括

【授業時間外の学習】
報告書の作成

【履修上の注意点】

【成績評価の方法】
1. 実験への取り組み４０％、報告書提出状況１０％、報告書４０％、実験結果評価１０％として評価する。
2. １００点法により評価し、６０点以上を合格とする。

【 関連科目 】 建設材料、構造実験
【 教科書等 】 『建設材料実験法』建設材料実験教育研究会（鹿島出版会）
【 参  考  書 】 『土木材料学』川村満紀（森北出版）
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